
特別支援学校における生徒指導に係る提案 
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      本校は軽度の知的障害のある生徒が通学し、職業教育に重点を置いた一般就労率１００％を目指

す高等特別支援学校である。生徒の実態として、軽度の知的障害の他に発達障害を有する生徒が多く在籍する。

開校して１０年目を迎えるが、生徒指導件数（授業から生徒を抽出して行った特別指導件数）は、年間１００

件を越え続けている。本校の課題は２つある。まず一つは、増え続ける発達障害のある生徒への対応である。

次に、問題行動を繰り返す生徒への対応が挙げられる。この２つの課題に対して、以下のように適切な指導と

必要な支援を行う体制を整備し、効果的な教育実践を行うことが大きな課題である。 

(1)生徒自身に問題行動の原因を理解させ、更生する意識を醸成する。 

(2)保護者に生徒の問題行動の原因を伝え、必要な協力を具体的に提示する。 

(3)問題行動を起こした生徒の担任が一人で悩まず、相談を受けた生徒指導主任が対応に苦慮することなく、組

織的に生徒指導が展開できる学校を目指す。 

※ ＭＡＫは、見捨てない・あきらめない・嫌わない、という開校当初から続く生徒指導の心構えの略称 

 
（１）生徒指導体制の確立 

毎年度当初の職員会議において「生徒指導体制」（資料１）を提案し、ＭＡＫフローチャートを活用する

案件が発生した場合に担任が問題を抱え込んでしまうことがないように全職員への周知を図る。 

（２）特別指導対象となった生徒への指導と支援 

本校の生徒は、軽度の知的障害の他に発達障害のある生徒が多く在籍している。本校入学前に適切な指

導と必要な支援が行われずに、誤った自己理解をしている生徒、不適切な他者理解をしている生徒、繰り

返しの問題行動による２次障害を発症している生徒等がいる。このような生徒たちに対して、問題行動に

対する指導だけを行っても、根本的な解決には至らない。 

 ア 問題行動及び問題点の整理 

   事実確認を行った際に、生徒が嘘をついたりごまかそうとしたりするケースが 

ある。必要な情報を収集し正確な事実を把握することが最初に必要な作業となる。 

 イ 問題行動の原因究明 

   「ＭＡＫフローチャート（資料２）」を用いて、誤った認識で生徒指導が行 

われたり、生徒本人が不本意な注意を受けたりすることがないようにする。 

  (ｱ)質問紙法（資料３） (ｲ)生育歴調査（資料４） (ｳ)家庭環境調査（資料４） 

(ｴ)心理分析シート（資料５） (ｵ)認知行動分析シート（資料６）  

(ｶ)２次障害の有無確認 (ｷ)外部機関からの情報収集 (ｸ)その他の項目の追求 

 ウ 指導目標・指導方針の設定 

   問題点とその原因となる背景を明確にして、指導目標と指導方針を立案する。特別支援学校におけ

る生徒指導は、解決できる案件だけではないことを念頭に置きつつ、適切な指導と必要な支援の範囲

の見極めた上で設定をする。 

 エ 手段（指導・支援の仕方、本人・保護者・地域及び外部機関） 

   設定した指導目標・指導方針の実現に向けて「個別指導・支援シラバス」（資料７）を立案する。 

 オ 集団意志の形成（指導・支援に関係する構成員の共通理解） 

   指導・支援に関係する教職員で、個別指導シラバスの内容を共通理解し、関係者間の連携を十分に

図る。必要に応じて、外部機関（医療、福祉、警察等）と連携するためのケース会議を設ける。 

 カ 手段の実施（誰が・いつ・何を・どのように・どうする） 

   指導・支援に関係する教職員の役割分担を行う。分担により、組織的に生徒指導を行い、担任や生

徒指導主任の負担を軽減できる。また、校内の人的財産を有効に活用することで、効果的な指導と支

援を展開できる。さらに、外部機関と必要な連携を図ることで、より専門性の高い指導と支援を行う

ことができる。 
 キ 結果（アの問題行動及び問題点に当てはめたときに課題が残っているか） 

   問題行動の改善を図られているか、再発防止策や継続指導などを検討する。 

実践内容 

特別支援学校の生徒指導マニュアル 

～丁寧な実態把握で生徒に寄り添い、保護者の信頼を得る「Ｍ
マ

Ａ
ッ

Ｋ
ク

フローチャート」を活用～ 

 

（資料１） 
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                                     年度当初に生徒指導体制を確立し、教職員間の共通理解を図るこ

とが大切である。指導や支援が上手くいかない生徒、問題行動を繰り返してしまう生徒を対象に問題行動の

原因究明を徹底して行い、ＭＡＫフローチャートを用いてケース会議を行うことで適切な指導と必要な支援

を導き出すことができる。教職員一人一人が「誰が・いつ・何を・どのように・どうする」具体的な役割を

明確にすることで担任や生徒指導主任が問題を抱え込むことなく学校組織として対応に当たれる。 

他校で導入するポイント 

（資料３）      （資料４）         （資料６）      （資料７） 

 

 

 

 

 

           （資料５） 

 校内での生徒指導事例検討会の実施。他校との生徒指導の情報共有。 

 

本人や保護者に問題点を改善しようとする意識がないままに進める

指導と支援に効果が期待できないことから、指導目標や指導方針を立

てた時の合意形成が必要不可欠である。さらに学校のみで指導・支援

を完結しようとせずに必要に応じて外部機関の協力を得ながら行う。 

失敗しないための方策 

⒧ 成果 

  年間の生徒指導件数が、平成２７年度は大きく減少した。平成２８

年度も取組を継続しており、平成２７年度と比較しても夏休み前まで

の生徒指導件数が減少している。問題行動の再発率も低下しており、

丁寧な実態把握に基づく、生徒に寄り添った生徒指導の成果が表れて

いる。また、保護者も把握していなかった生徒の心理面・行動面の課

題を明確にすることで、保護者からの信頼を得るとともに、生徒指導

に関して保護者との意見の食い違いも予防でき、学校と家庭が良好な

関係で、指導と支援が展開されている。 

⑵ 課題 

  組織的な生徒指導は、関係者の共通理解が何よりも重要となる。教

員間の指導観のズレが生じたり、保護者との合意形成がなされないま

まの指導と支援は、期待される効果を得られないことにつながる。 

実践の成果や課題 

ＭＡＫフローチャートは若手教員や特別支援学校の経験の無い教員が、障害の

ある生徒への生徒指導をするときに、適切な指導と必要な支援を行うために有効である。また、高等学校に

在籍する発達障害のある生徒等への指導と支援を行うためにも活用ができる。 

セールスポイント 

 

平成２７年４月～平成２８年 

（継続実践中） 

実践時期・期間 

 特別支援学校での問題行動等生徒指導への取組という新しい視点からの提案で、一人一人に応じてきめ細

かく、そして、組織的計画的に取り組まれている。生徒指導件数の減少というエビデンスも達成している。 

 本提案のように、チームにより一貫した生徒指導を行うことで、特別支援学校に始めて赴任した教師、障

がいをかかえ様々な誤解を受けやすい生徒の双方にとって指導の適切化を図ることが可能になるであろう。 

 （資料２）ＭＡＫフローチャート 

こうすればより高い効果が得られる方策など 

外部有識者からのコメント 


